
 

            2021年度 寄贈図書       
 

 

今年度は閉室のため、購入希望図書アンケートや保護者の皆さまから直接のお声を伺うことは 

できませんでしたが、絵本を中心に寄贈図書がありましたのでご紹介いたします。 

 

絵本は、こどももおとなも楽しみながら、ともに学びあえるツールですね。絵や写真、ことばから 

興味や関心を広げ、子どもの成長・発達をはぐくむ大切な関わりにつながります。 

開室の際は、ぜひご覧ください。 

※表紙掲載については、使用において著作権問題もあり、一部・同サイズでの掲載をしております。 

●は販売終了 

 

 

〔1983〕 

●『生命の誕生ポップアップ ＬＩＦＥ受精妊娠出産』ジョナサン・ミラー デビット・ベラム 著/本多洋 監訳/ほるぷ出版  

〔1986〕 

●『フレネ学校 赤ちゃん あかちゃんは どうしてうまれるの？』 マリアンナとリーズ さく・え/石川慶子やく/ 

あかね書房 

〔1988〕 

〇『なぜなの ママ ３歳からの性教育絵本』北沢杏子 文/やなせたかし 絵/アーニ出版 ※202復刊ドットコム再販 

〇『なぜなの パパ ３歳からの性教育絵本』北沢杏子 文/やなせたかし 絵/アーニ出版 ※202復刊ドットコム再販 

〔1992〕 

●『おんなのこってなあに？おとこのこってなあに？』ステファニー・ワックスマン 著/山本直英 訳/福音館書店  

〔１９９４〕 

●『さわってごらん ひとのからだ』山本直英 文/油谷勝海・佐藤芳夫 写真/福音館書店  

〔1996〕 

〇『わたしのせいじゃない せきにんについて』クリスチャン・レイフ 作/ステンベリ・リック 絵/二文字理明 

訳/岩崎書店  

〔２０００〕 

〇『あの子』ひぐちともこ さく・え/開放出版 

         

〔2001〕 

〇『知ってる？女の子のカラダ ポップコーンエンジェル 天使』山本直英 監修・解説/ 手丸かのこ マンガ/ 

子どもの未来社 

 



〔2003〕 

〇『知ってる？おちんちんのフシギ おれたちロケットボーイズ 少年』金子由美子 監修・解説/ 手丸かのこ マンガ

/子どもの未来社 

〇『気持ちの本』森田ゆり 作/たくさんの子ども達 絵/童話館  

〇『写真集 交尾』高橋美知子・松本徳重 監修/子ども未来社 ※ 原本写真集 1970、初版 1992 で、左記は改訂版  

〔２００４〕 

〇『ココ、きみのせいじゃない』ヴィッキー・ランスキー 作/ジェーン・プリンス 訳/中川雅子 訳/ 

太郎次郎社エディダス  

●『Ｓcary スケアリー もしこんなことになっちゃたら』フローレンス・パリ― ぶん/ジュールス・フェイフ

ァー え/イシグロ けん やく/株式会社ブーマー  

〔2008〕 

〇『赤ちゃんが生まれる』ニルス・タウェルニェ 作/中島さおり 訳/杉本充宏弘 監修/ブロンズ新社 

〇『気持ちのキセキ』箱崎幸恵 文/せきあやこ 絵/明石書店 

〇『タンタンタンゴはパパふたり』ジャスティン・リチャードソン&ピーター・パーネル 文/ヘンリー・コール 

絵/尾辻かな子・前田和男 訳/ポット出版  

          

〔2013〕 

〇『おやおやじゅくへようこそ』浜田桂子 作/ポプラ社 

〇『知ってる？思春期の心とカラダ ミラクルエイジ Age ＢＯＹＳ&ＧＩＲＬＳ』金子由美子 監修・解説/ 手丸かのこ 

マンガ/子どもの未来社 

〔2014〕 

〇『あっ！そうなんだ！性と生』浅井春夫 安達倭雅子 北山ひと美 中野久恵 星野恵 編書/服部真知子 絵/ 

エイデル研究所  

〇『ボクはじっとできていない』バーバラ・エシャム 文/マイク&カール・ゴードン 絵/品川裕香 訳/岩崎書店 

〔2015〕 

〇『こわい目にあったアライグマくん』マーガレット・Ｍ・ホームズ 作/キャリー・ピロー 絵/一杉由美 訳/  

誠信社  

〔2017〕 

〇『今、世界はあぶないのか？差別と偏見』ルイーズ・スピルズベリー 文/ハネカ・カイ 絵/大山泉 訳/評論社 

〇『おなみだぽいぽい』ごとうみづき 作/ミシマ社 

〇『窓をひろげてみよう』下村健一 作/草場よしみ 企画・構成/かもがわ出版  

         



〔2018〕 

〇『世界の性教育』橋本紀子 池谷壽夫 田代美江子 編著/かもがわ出版 

〇『赤ちゃんはどこからくるの』平原史樹 監修/井元ひろい 絵/少年写真新聞社  

〇『いろいろないろんな かぞくのほん』メアリ・ホフスマン 文/ロス・アスクィス 絵/すぎもとえみ 訳/ 

少年写真新聞社 

〇『性の絵本』全６巻＋番外編』たきれい 著/アルテクリエイト有限会社 

〇『ふたりのママの家』パトリシア・ボラッコ 文・絵/中川亜希子 訳/サウザンブックス 

〇『子どもの権利宣言』遠藤ゆかり シエーヌ出版作/遠藤ゆかり 訳/創元社 

〔2019〕 

〇『かぞくってなあに』フェリシチィ・ブルックス 文/石津ちひろ 訳/文化出版局 

         

 〔2020〕 

〇『一番やさしい！防犯・ＳＥＸ・命の伝え方 おうち性教育はじめます』フクチマミ/村瀬幸浩/KADOKAWA 

〇『アンチレイシスト・ベビー』イブラム・Ｘ・ケンディ 作/アシュリー・ルカシェフスキー 絵/渡辺由佳里 訳

/合同出版  

〇『コウノトリがはこんだんじゃないよ』ロビー・Ｈ・ハリス 著/マイケル・エンバーリー 絵/上田勢子 訳/ 

子ども未来社  

〇『子どもを守る言葉「同意」って何？―ＹＥＳ、ＮＯは自分が決める！』レイチェル・ブライアン作/  

中井はるの訳/集英社  

〇『ようこそあかちゃん』レイチェル・グリーナー 文/クレア・オーウェン 絵/浦野匡子 艮香織 訳・解説/ 

大月書店  

〇『わたしがかわる みらいもかわる』原琴乃 作/ＭＡＫＯオケスタジオ 絵/山田基靖 監修/汐文社  

〇『子どもの権利ってなあに？』セール・アラン 作/フロンティ・オレリア 絵/解放出版社  

〔2021〕 

〇『乳幼児期の性教育ハンドブック』“人間と性”教育研究協議会 乳幼児の性と性教育サークル/浅井春夫  

安達位倭雅子 艮香織 北山ひと美 編著/かもがわ出版  

〇『せかいでさいしょにズボンをはいた女の子』キース・ネグレー 作/石井睦 訳/光村教育図書 

〇『はじめにきいてね、こちょこちょモンキー』ジュリエット・クリア・ベル 作/アビゲイル・トンプキンズ 絵

/上田勢子 訳/こどもの未来社  

〇『あっ！そうなんだ！わたしのからだ』中野久恵 星野恵 編書/服部真知子 絵/エイデル研究所  

〇『げっけいのはなし いのちのはなし』おおいしまな さく/ふかいあずさ え/みらいパブリッシング 

         



         

   

〔2022〕 

〇『ぼく』谷川俊太郎 作/会田里美 絵/岩崎書店 

〇『親子で考えるから楽しい！世界で学ばれている性教育』上村彰子 構成・文/田代美江子 監修/講談社 

 

 

 

 

本の寄贈などございましたら、母の文庫委員会までご連絡いただけましたら、幸いです。 

 

2021年度 母の文庫委員会 

 

 

 


